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（１）5つのプロセスで実施する項目の確認

１．ICT施工を実施するための準備

①3次元
起工測量

②3次元設計
データ作成

④3次元
出来形管理等
の施工管理

⑤3次元データ
の納品

③ICT建設機械
による施工

UAV・TLS等を活用
した３次元現況測量

３次元のMC/MG
を用いた施工

作成・利用した
３次元データの納品

図面から３次元設計
データの作成
※2次元の図面から作成可能

UAV・TLS等を
利用した３次元
出来形管理計測

 ICT活用工事とは、以下に示す①～⑤の各プロセスでICT施工技術を活用する工事のことです。
 全プロセスまたは複数のプロセスで活用することで、工事成績の加点や経費の計上方法が異なります。（参照：ICT活用工事実施要領）
 工事の発注形式や工事特性に応じて、適切にICT施工技術を活用するプロセスを選定する必要があります。

発注者指定型
受注者希望型

実施しなかった場合
①～⑤をすべて又は複数活用した場合 ①～⑤のうち１つのプロセスのみ活用した場合

工事成績で加点評価 ◯ ◯ ー ー

必要経費の計上方法 ③ICT建機：当初積算
①②④：変更 変更 変更 ー
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（２）適用する工種の確認

１．ICT施工を実施するための準備

 東京都ではICT活用工事として、以下の12工種を対象としています。

 工種毎に実施要領が異なるため、着手前に対象工種の実施要領をご確認ください。
※東京都ICT活用工事実施要領には“Q&A” も記載していますので、参考にしてください。

ICT活用工事

土工
舗装工

河川
浚渫工

地盤
改良工

法面工

舗装
修繕工

土工
1,000m
3未満

基礎工

擁壁工

小規模
土工

橋台・
橋脚工

橋梁上
部工
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（１）対象範囲・実施内容を記載する

２．施工計画書の作成

 ICT施工技術や適用工種等を選定しましたら、ICT施工に関する施工計画書を作成し、提出します。
 施工計画書には、本章の（1）～（5）の内容を記載してください。
 (1)では、 【 ①ICT施工技術 】、【 ②ICT施工の適用工種 】、【③ ICT施工の適用区域 】、【 ④ICT施工手順 】の記載について解説します。

【①ICT施工技術】
各プロセスで使用するICT施工技術を記載しま
す。

【②ICT施工の適用工種】
対象とする工種・数量を記載します。

【③ICT施工の適用区域】
対象区域がわかるように施工箇所を図示します。

記載例 記載例 記載例

ICT 活用段階 

採

用

項

目 

ICT 施工技術の具体的内容 

3 次元起工測量 

  空中写真測量(無人航空機)を用いた起工測量 

〇 地上型レーザースキャナーを用いた起工測量 

  トータルステーションを用いた起工測量 

  トータルステーション(ノンプリズム方式)を用いた起工測量 

  RTK-GNSSを用いた起工測量 

  無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量 

  地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量 

  その他の 3次元計測技術を用いた起工測量 

3次元設計データ作成 〇   

ICT建設機械による施工 
  3次元 MCまたは 3 次元 MG バックホウ 

〇 3次元 MCまたは 3 次元 MG 切削機 

3次元出来形管理等の 

施工管理 

  空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理 

 地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

  トータルステーションを用いた出来形管理 

  トータルステーション(ノンプリズム方式)を用いた出来形管理 

  RTK-GNSSを用いた出来形管理 

  無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

  地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

〇 施工履歴データを用いた出来形管理(河床等掘削) 

  その他の 3 次元計測技術を用いた出来形管理 

  TS・GNSSを用いた締固め回数管理 

3 次元データの納品 〇   

 

工事区分 種別 細別 単位 数量

道路維持 舗装修繕工 切削オーバーレイ m2 3,640
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（１）対象範囲・実施内容を記載する

２．施工計画書の作成

【④ICT施工手順】
 ICT施工を実施するための実施フローを記載します。
 ICTを活用するプロセスがどこなのかを色分けして示すとわかりやすいです。
 “ICT建機による施工”以外のプロセスでICTを活用した工事の記載例を示します。

記載例
：ICT活用項目（3次元設計データ作成、3次元出来形管理等の施工管理、3次元データの納品）

/工事測量による補正

施工計画書

準備工
① 工事測量
② 工事基準点設置
③ 設計照査

３次元設計データ作成

施工

出来形計測

出来形帳票作成等

電子納品

①施工計画書の作成

②機器の手配

• TLS本体

• 点群処理ソフトウェア

• 3次元設計データ作成ソフトウェア

• 出来形帳票作成ソフトウェア

• 出来高算出ソフトウェア

③工事基準点の設置

• 現況地形の3次元化

④「3次元設計データ作成ソフトウェア」
による3次元設計データの作成

• 3次元設計データの作成範囲
(監督職員と協議)

⑤TLSによる出来形計測・出来形施工管理

• 標定点の設置、点群処理、出来形確認

⑥精度確認試験

⑦TLSによる出来形計測

⑧点群処理ソフトウェアによるデータ処理

⑨出来形および出来高の確認

⑩電子成果品の納入
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（２） 3次元計測・設計データ作成等について記載する

２．施工計画書の作成

 (2)では、【①3次元計測の実施計画 】、【②使用機器・ソフトウェア 】、【③計測計画・精度管理 】 、【④計測点群密度】 、【⑤データ処理手
順と計算方法】、【⑥事前精度確認試験 】、【⑦3次元設計データ作成方法 】の記載について解説します。

 TLSやUAV等、使用する3次元計測技術によって、適用する基準類や施工計画書に記載する内容が異なります。
 ３.参考資料 で示す技術別留意点 や 関連基準類 を参考に、各技術別に必要となる事項を記載してください。

【①3次元計測の実施計画】
計測範囲や工事用基準点について記載します。
記載例

【②使用機器・ソフトウェア】
使用する機器・ソフトウェアの名称や性能を記載し、カタログを添付します。

記載例

項目 名称 メーカー

レーザースキャナー 〇〇〇〇〇〇

株式会社〇〇〇

株式会社△△△

3次元設計データ作成ソフトウェア 〇〇〇〇〇〇

点群処理ソフトウェア

〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇

出来形帳票作成ソフトウェア 〇〇〇〇〇〇
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（２） 3次元計測・設計データ作成等について記載する

２．施工計画書の作成

【③計測計画・精度管理】
計測計画と確認方法、要領の記載内容を記載します。

記載例

【④計測点群密度】
計測する点群の密度について記載します。

記載例

項目 計測計画あるいは確認方法 要領※の精度管理

計測性能

メーカーのカタログあるいは国土地理院が認め

た第三者機関の発行する試験成績書あるいは

検査成績書などで性能の確認をする。

座標測定精度が

土14mm以内

(XYZ各成分)

測定精度
「精度確認試験報告書」に基づいて、起工測量

時、および出来形計測前に実施する。

測定精度が

土20mm以内

(XYZ各成分)

【⑤データ処理手順と計算方法】
データ処理手順や計算方法を記載し、カタログも添付します。

記載例

計測技術 計測段階 要領※の点群密度

地上型レーザースキャナー
起工測量 0.25m2あたり1点以上

出来形測量 0.01m2あたり1点以上

計測技術 出来形測量 1.00m2あたり1点以上

出来形管理に必要な処理手順

1. 計測(計測点群データの取得)

2. 不要点除去

3. 点群密度の変更(データの間引き)

4. 数量算出

5. 点群密度の変更(グリッドデータ化)

6. 3次元設計データと出来形評価用データの各ポイント離れの計算

7. 出来形分布図の作成

8. 出来形帳票および3次元ビューの作成

実施方法 要領※の計算方法

点群密度の変更(データの間引き) 最下点 最下点、中央値

数量算出 点高法 点高法、TIN分割法プリズモイダル法

点群密度の変更(グリッドデータ化)

出来形評価用データのため
最近隣法

個々の実在点、最近隣法

平均法、TIN法、逆距離加重法

画像出典：TrImble※３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）（国土交通省）
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（２） 3次元計測・設計データ作成等について記載する

２．施工計画書の作成

【⑥事前精度確認試験】
使用する機器の精度確認を実施する必要があるため、使用する機器と当該機器の精度確認方法を記載します。
精度確認結果については、別途添付します。

記載例（TLS）
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（２） 3次元計測・設計データ作成等について記載する

２．施工計画書の作成

記載例（UAV）
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（２） 3次元計測・設計データ作成等について記載する

２．施工計画書の作成

記載例（音響測深機器）

【⑥事前精度確認試験】（音響測深機器）
音響測深機器を用いた測量を実施する場合、精度確認試験結果報告書と動作確認資料の提出が必要になります。
音響測深機器点検簿や音速度測定簿など動作確認資料を精度確認試験結果報告書と合わせて提出してください。
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（２） 3次元計測・設計データ作成等について記載する

２．施工計画書の作成

【⑦3次元設計データ作成方法】
設計図書及び取得した3次元計測データを用いて作成する3次元設計データに関する作業内容について記載します。
3次元設計データ作成が完了したら「3次元設計データチェックシート」（都HP参照）を用いて照査し、監督員に提出します。

記載例
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（３） ICT建設機械による施工について記載する

２．施工計画書の作成

 (3)では、【①フローチャート】、 【②基準点データ確認】、【③ローカライゼーション】、【④ICT建機の構成・搬入】 、【⑤ICT建機の精度確認方
法】の記載について解説します。

 適用する工種や現場条件によって建機の選定をします。建機によって精度確認の方法が異なるため、建機メーカー等へ確認が必要です。
 施工履歴データを出来形管理に用いる場合は、監督員と事前に協議し、実施することになった場合は精度確認方法について記載します。

【①フローチャート】
 ICT施工での実施フローを記載します。
記載例

【②基準点データ確認】
基準点となるデータの確認方法を記載します。
記載例

【③ローカライゼーション】
ローカライゼーションと計測精度の確認方法の実施
方法と頻度を記載します。

記載例
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（３） ICT建設機械による施工について記載する

２．施工計画書の作成

【④ICT建機の構成・搬入】
建機・機器の構成や施工前の準備内容等について、表やカタログ写真等を用いて記載します。

記載例（バックホウ）

機器 計測データ 仕樣 台数

① GNSS受信機 3次元座標 GPS、GLONASS、QXSS 1台

② ステレオカメラ 本体位置 オルソ画像、点群 1台

③ ストロークセンサ付シリンダ バケット位置 センサ 1台

④ コントロールボックス ー 施工情報の表示 1台

⑤ インターネットモデム インターネット ー 1台

⑥ 慣性センサ 加速度、ジャイロ信号 センサ 1台

⑦ カメラスイッチ ー カメラの撮影スイッチ 1台
出典：コマツ

• 対象となるバックホウに各センサーを設置します。
• 設置にあたっては、施工中センサーが落下しないように適切に固定します。

【機器構成（記載例）】
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（３） ICT建設機械による施工について記載する

２．施工計画書の作成

記載例（切削機）

機器 計測データ 仕樣 台数

① GNSS受信機 3次元座標 
GPS、GLONASS、Galiｌeo、
BeiDou

2台

② OCRシステム 画像 数値のデジタル化 1台

③ モニター 施工履歴 ー 1台

④ インターネットモデム インターネット ー 1台

出典：アカサカテック

• 対象となる切削機に各センサーを設置します。
• 設置にあたっては、各システムが落下しないよう適切に固定します。

【機器構成（記載例）】

【システム説明（記載例）】



16

（３） ICT建設機械による施工について記載する

２．施工計画書の作成

【⑤ICT建機の精度確認方法】
 ICT建機システム設定や精度確認の方法についてを記載します。
記載例

• 精度確認

精度の確認はシステム立ち上げて施工ヤード内を走行し平面的な目印となる丁

張りかシステム表示の数値で行なうかGNSSもしくはTSと検証する。

• 機器とシステムの設定

重機のオフセット・基準点(キャリブレーション含)を行う。

【施工履歴データ活用による出来形管理（任意）】
施工履歴データを出来形管理に用いる場合には、着工前に実施する必要がある精度確認
試験の方法と管理基準値を記載します。

記載例（バックホウの施工履歴）

試験モード 比較方法 精度確認基準※ 備考

テスト作業による精度確認 TS計測値と標高較差
標高較差:

±100mm以内

現場毎に

1回実施

静止状態での精度確認
既知点、またはTS計測値との

水平・標高校差

水平標高軟差:

各±50mm以内

施工日毎に

1回実施

• 施工履歴データを用いた出来形管理においては着工前にテスト作業による精度確認試験を実

施する。なお精度確認は、作業期間中も日々着工前に行う必要がある。

※３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）（国土交通省）
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（３） ICT建設機械による施工について記載する

２．施工計画書の作成

記載例（切削機の施工履歴）

出典：酒井重工業

【精度確認基準（記載例）】
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（４） 3次元出来形管理等の施工管理について記載する

２．施工計画書の作成

 (4)では、 【①出来形管理計測手法】、 【②出来形管理基準及び規格値】、【③出来形管理写真基準】、【④出来形管理資料の作成】の記
載について解説します。

 適用する工種や3次元計測技術によって、適用する基準類や施工計画書に記載する内容が異なるのでご注意ください。
【①出来形管理計測手法】
出来形管理の対象エリア、対象工種を記載します。

記載例

【②出来形管理基準値及び規格値】
出来形管理を実施する際の、計測手法、管理基準値と規格値を記載します。

記載例

工事区分 種別 細別 単位 数量

道路維持 舗装修繕工 切削オーバーレイ m2 3,640



19

（４） 3次元出来形管理等の施工管理について記載する

２．施工計画書の作成

【③出来形管理写真基準】
出来形管理写真の撮影方法、使用する機器等について記載します。

記載例

【④出来形管理資料の作成】
出来形管理結果を評価する方法について記載します。

記載例
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（５） 3次元データの納品について記載する

２．施工計画書の作成

 (5)では、【①納品する電子成果品内容】、【②使用機器・ソフトウェアの添付資料】の記載ついて解説します。
 ICT活用工事では、工事データの納品は電子納品です。「東京都建設局電子納品運用ガイドライン」に従って成果品を作成・納品してください。

【①納品する電子成果品内容、②使用機器・ソフトウェアの添付資料】
作成する電子データの種類、別添資料について記載をします。

記載例

出典：アクティオ

【カタログ（記載例）】 【検査結果（記載例）】
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（１） 3次元計測における技術別留意点

３．参考資料

１）空中写真測量（UAV）

①UAV及びデジタルカメラ
 空中写真測量（UAV）のハードウェアとして有する計測精度が以下

に示す性能と同等以上の計測性能や測定精度を有し、適正な保守点
検が行われている機器であることを記載します。

・計測性能：地上画素寸法が10mm／画素以内（出来形計測の場合）
・測定精度：±50㎜以内

施工計画書に添付する書類

機器構成
②ソフトウェア
 空中写真測量（UAV）で利用するソフトウェアは、「3次元計測技

術を用いた出来形管理要領（案）（国土交通省）」に示されている
機能を有するソフトウェアを選定します。

 施工計画書には、作業毎に使用するソフトウェア名を記載し、当該
ソフトに関する情報（メーカー、バージョン等）も記載します。

 一覧で整理するとわかりやすいです。

計測性能 撮影計画に従って撮影する際の地上画素寸法が、 10mm
／画素以内を確保できる記録画素数であることを示す、
メーカーカタログあるいは機器仕様書。

測定精度 必要な測定精度を満たす空中写真測量の結果であること
を示す精度確認試験結果。

保守点検
（UAV)

UAVの保守点検を実施したことを示す点検記録。製造元
等による保守点検を1年に1回以上実施。

【対象】※下記作業に用いるソフトウェアを記載する
①３次元設計データ作成、②写真測量、③点群処理、
④出来形帳票作成、⑤出来高算出

撮影計画

撮影方法 撮影コース、飛行高度、空中写真の重複度の計画。

計測性能 計画した飛行高度における地上画素寸法（10mm／画素以内）を
満たす性能。

安全確保 航空機の高航行の安全確保のために作成する「無人航空機の飛行
に関する許可・承認の審査要領」許可要件に準じた飛行計画。

 施工計画書には、撮影方法・計測性能・安全対策について記載し
ます。
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３．参考資料

２）地上型レーザースキャナー（TLS）
機器構成
①TLS本体
 「JSIMA115地上型レーザースキャナー性能確認に関するガイ

ドライン」（日本測量機器工業会規格）に基づく試験成績表に
より計測範囲における座標測定精度が14mm以内であることを
記載します。

 TLSのハードウェアとして有する測定精度が、以下に示す性能
と同等以上の測定精度を有し、適正な精度管理が行われている
機器または、空中写真測量（UAV）のハードウェアとして有す
る計測精度が、以下に示す性能と同等以上の計測性能や測定精
度を有し、適正な保守点検が行われている機器であることを記
載します。

・測定精度：計測範囲内で±20mm
・色データ：色データの取得が可能なこと（推奨）

施工計画書に添付する書類
測定精度 必要な測定精度を満たすTLSを用いた計測結果であるこ

とを示す精度確認試験結果。

保守点検
（TLS）

TLS本体の保守点検を実施したことを示す、製造元が推
奨する有効期限内の点検記録。

②ソフトウェア
 TLSで利用するソフトウェアは、「3次元計測技術を用いた出来形

管理要領（案）（国土交通省）」に示されている機能を有するソフ
トウェアを選定します。

 施工計画書には、作業毎に使用するソフトウェア名を記載し、当該
ソフトに関する情報（メーカー、バージョン等）も記載します。

 一覧で整理するとわかりやすいです。

（１） 3次元計測における技術別留意点

【対象】※下記作業に用いるソフトウェアを記載する
①３次元設計データ作成、②写真測量、③点群処理、
④出来形帳票作成、⑤出来高算出
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３．参考資料

３）TS（ノンプリズム方式）
機器構成
①TS（ノンプリズム方式）本体
 TS（ノンプリズム方式）のハードウェアとして有する測定精度

が以下に示す性能と同等以上の測定精度を有し、適正な精度管
理が行われている機器であることを記載します。

・測定精度：計測範囲内で平面精度±20mm、鉛直精度±20mm 以内

施工計画書に添付する書類

測定精度 必要な測定精度を満たすTS（ノンプリズム方式）を
用いた計測結果であることを示す精度確認試験結果。

精度管理
（TS本体）

検定機関が発行する有効な検定証明書あるいは測量機
器メーカ等が発行する有効な校正証明書。

（１） 3次元計測における技術別留意点

②ソフトウェア
 TS（ノンプリズム）で利用するソフトウェアは、「3次元計測技術

を用いた出来形管理要領（案）（国土交通省）」で示されている機
能を有するソフトウェアを選定します。

 施工計画書には、作業毎に使用するソフトウェア名を記載し、当該
ソフトに関する情報（メーカー、バージョン等）も記載します。

 一覧で整理するとわかりやすいです。

【対象】※下記作業に用いるソフトウェアを記載する
①３次元設計データ作成、②写真測量、③点群処理、
④出来形帳票作成、⑤出来高算出
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（２）関連基準類等の紹介

３．参考資料

◯ 実施要領

◯ 東京都ICT活用工事実施要領（3次元設計データチェックシート等も含む）
URL:https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/application/ukeoi#ictkatsuyou

◯ 国土交通省 出来形管理の監督・検査要領、出来形管理要領
URL: https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html

◯ 参考資料
◯ 建設局ICT活用工事の解説（土工編）

URL: https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kensetsu/000063250

◯ ICT活用で建設現場の生産性向上に繋げよう！
URL: https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kensetsu/000064013-2
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